
第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート

（令和５年度実施分）



⇒

基準値

－

4件 4件

評価（A～D） A D A D －

実績 5件

A －A D A

創業希望者のニーズを踏まえ、創業セミナー及び創業塾の充実を図り、セミナー受講後の動向を把握できるよう関係機関
と連携していく。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

日置市商工会と連携し、創業者の掘り起こしのために、創業を考えている方や創業に興
味を持っている方などを対象に「創業セミナー」を開催。また、創業を本格的に考えて
いる方や創業初期の方を対象に具体的な創業のための知識の習得を目的とした「創業
塾」を開催した。【参加人数等の結果については上記のとおり。】

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

創業セミナー及び創業塾について、参加者は確保でき
ているが、創業まで至らないケースが多い。次年度以
降に創業するケースも見られる。

商工会などの関係機関と連携し、創業希望者のニーズ把握を
行い、セミナー及び創業塾の内容を検討していく。また、創
業に至るまで時間を要するケースについても情報把握できる
よう関係機関と検討する。

受講者のうち創業又は
事業拡大に繋がった数

４件
KPI 4件 4件 4件

3件 4件

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

3件

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

2回 2回 2回 －
創業セミナー及び
創業塾の開催数

２回
KPI 2回 2回 2回 2回

評価（A～D） A A A A －

2回重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 2回

24人

20人 20人

実績創業塾の参加者数
20人/年

KPI 20人 20人 20人

評価（A～D）

15人 24人 23人 －

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

創業支援事業補助金（創業塾
等の開催）

予算額
1,500,000 1,300,000 1,300,000

当初予算額

1,300,000

当初予算額

1,300,000

当初予算額

1,232,000

17,540人
（R6）

最終予算額 当初予算額

執行額 1,500,000 1,169,000 1,300,000 －

単位：円

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名 ①創業支援事業 担当課名 商工観光課

事業内容
本市で「しごと」にチャレンジしたい個人等への支援を目的とした「創業セミナー」や「創業塾」（市商工会
主催）を開催し、創業塾の所定の条件を満たした受講者は、特定創業支援等事業による支援を受けたことの証
明を受けることができ、各種支援制度が活用できます。
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⇒

基準値

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

令和５年度新規創業者スタートアップ支援事業費補助金については、５事業者
（うち受講３事業者）が活用し、市内で創業した。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

創業支援事業受講者のうち、３事業者が創業している
が、全数としては未だ少ない状況。

創業支援事業に限らず、あらゆる関係団体と連携を図りなが
ら、創業希望者の掘り起こしが必要である。

評価（A～D）

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

5件 3件 4件
４件

実績

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

創業支援事業による新規創業者の掘り起こしだけでなく、事業承継などのニーズも踏まえ、あらゆる関係機関及び団体と
連携し、創業希望者への情報発信を行う。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

D

KPI

評価（A～D）

実績

－

（再掲）受講者のうち
創業又は事業拡大に繋
がった数

実績

KPI

2,256,000 1,469,000

3件 －

評価（A～D） A D A

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 4件 4件 4件 4件 4件

Ｒ２
（1年目）

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

2,100,000 －

2,500,000

最終予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額
新規創業者スタートアップ支
援事業費補助金（創業に要す
る経費の一部を支援）

予算額
2,500,000 2,500,000 2,500,000 2,500,000

執行額 2,009,000

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名 ②新規創業者スタートアップ支援事業 担当課名 商工観光課

事業内容 本市の地域活性化と産業振興を図るため、市内で創業する者に対して創業に要する経費の一部を支援します。
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⇒

基準値

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

今後も引き続き誘致促進に努め、新たな企業立地及び市内企業の事業拡大（増築）に繋げるための企業支援を行い、新卒
者を含めた新規雇用の拡大に繋げていきたい。また市が保有する土地・建物以外に民間が所有する物件に対しても民間事
業者と連携を図りながら誘致に努めたい。
サテライトオフィス（日日nova）への企業及び個人事業者の誘致に関しては、運営事業者と連携を取りながら新たな活用
を進めたい。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

徳重工業団地１企業、伊集院地域１企業、日吉地域１企業の計３企業との商談を

進め、全２企業（増設２）との立地協定を締結した。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

企業が新・増・移設するには様々な環境（適した地理、人材
雇用、補助金等）が整い初めて実行される。そのため行政機
関や民間企業など関係機関と連携を図りながら情報共有を行
い、ニーズ等を踏まえ継続的に支援を行う必要がある。

トップセールスも含めた商談等により、企業動向を把握し、企業が
求める内容に応じて民間企業も含めて情報提供を行う。また市内企
業、金融機関等で組織する「日置市異業種交流懇話会」への加入を
促し、会員間での情報共有を図ることで、新たなビジネスの掘り起
こしにつなげる。

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPI

評価（A～D）

実績

実績 10人 0人 14人 21人 －
補助金交付企業に係る
新規雇用者数

５人/年
KPI 5人 5人 5人

評価（A～D） A D A A －

評価（A～D） D A A A －

5人 5人

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

企業誘致・増設件数
（立地協定件数）

１件/年
KPI 1件 1件 1件 1件 1件

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 0件 6件 4件 2件 －

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

48,000,000

最終予算額 当初予算額 当初予算額 最終予算額 当初予算額
株式会社ほっとキッチンの新規操業
（R4.6.24）12,152,000円

予算額
29,671,000 0 60,000,000 57,152,000

執行額 29,671,000 0 22,709,000

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

12,152,000 －

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名
③工場等立地促進補助
（企業安定雇用創出補助金を含む）

担当課名 商工観光課

事業内容

市内に工場等を新設、増設又は移転する場合（一定の要件あり）に一定額の補助を行い企業等の規模拡大を
支援します。
（企業安定雇用創出補助金：雇用に重点を置き、新増移設の企業が地元で新規雇用を行う場合（一定要件
有、工場等立地促進補助との併用は不可）に補助金を交付します。）
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⇒

基準値

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

・令和５年６月28日「企業の魅力説明会」高校就職指導担当者14人参加、企業36社参加
・令和６年１月８日「連携中枢都市圏4市合同企業説明会」日置市８社参加、87人参加
・令和６年１月25～26日「日置市異業種交流懇話会と吹上高校生との交流会」交流会：高校生140人、企業13
社。工場見学：企業５社
・令和６年２月19日「しごと発見！高校生のための合同企業セミナー」高校２年生及び保護者 184人参加、企
業39社参加。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

市内企業は、人材確保が困難になっている。事業継続のため
に外国人の雇用も増えている。地元雇用を定着させる上から
も中学校の職場体験や高校と市内企業との交流・情報共有が
重要となってくる。また企業側も採用に関する情報発信の方
法及び離職防止のための取り組みが必要である。

高校生に対し地元企業の意識付けのために何が不足しているのか検
証を行い、両者の積極的な交流を図る必要がある。そのため「企業
の魅力説明会」「異業種交流懇話会と吹上高校との交流会」「合同
企業セミナー」など様々な機会を契機に高校と企業との情報交換や
交流の場を有効活用する。また企業の採用担当者向けに採用や離職
防止に関するセミナー等を開催し企業の採用力及びリスキリングに
対する知識の習得を図る。

評価（A～D） － － －

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

8.20% 6.40% 6.13%
9.76%

実績

※参考　説明会参加の高
校生がアンケートで「参
考になった」と回答した
割合

90.2％
（H30）

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

かごしま連携中枢都市圏及び地元企業と連携しながら、企業セミナー、企業面談会及び企業の工場見学などの機会を継続
的に実施していく。また企業向けの研修会など企業間交流が進め、課題解決に向けた取り組みを実施する。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

D

－ －

KPI

評価（A～D）

実績

－

市内高校新卒全就職者に
占める日置市内への就職
者の割合（３ヶ年平均）

－ －

実績 93.80% － － 98.68% －

KPI － － －

288,900 620,329

5.99% －

評価（A～D） C D D

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 10.00% 10.30% 10.50% 10.80% 11.00%

Ｒ２
（1年目）

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

752,950 －

1,037,000

最終予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額

送迎用バスリース代24,750円、
会場設営リース料396,000円、連
携中枢都市圏合同企業説明会負
担金332,200円

予算額
695,000 1,231,000 870,000 862,000

執行額 558,914

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名 ④合同企業説明会の開催 担当課名 商工観光課

事業内容
地元高校生が地元企業への理解や就職に向けて考える機会を創出するため、高校生及び社会人等を対象とした
合同企業説明会を開催して人材確保と地元雇用を目指す。
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⇒

基準値

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

新たに農業経営を開始された方は、畜産２名が伊集院地域と東市来地域で、露地野菜１名
が吹上地域で就業し、茶で２人が東市来地域と伊集院地域で後継者となり、産地規模の拡
大及び地域に根差した担い手として期待される。また、雇用環境の変化により帰鹿等を希
望する方から個別の相談が増えている、一方で、初期投資額が大きくなっており、経営リ
スクが高まっている。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

雇用情勢によって就業希望者の増減があるため、
安定した後継者・新規就業者の確保が不透明。資
材高騰等の初期投資額の増加が課題

支援策等の情報発信に努めるとともに、関係機関・団
体と連携を図り、就業に向けた支援を継続する。

評価（A～D） A A A

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

3人 7人 6人
10人/年

実績

農林水産業就労相談会
等の参加回数

２回/年

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

ハウス骨材や肥料、材料費の高騰が新規就農を希望する方にとっても厳しい環境となっており、収益性を見直す必要があ
る。
また、国の施策が見直され、初期投資に対する支援を活用した就農支援策を展開する。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

D

A －

KPI

評価（A～D）

実績

－

農林漁業の新規後継
者、新規就業者数

2回 2回

実績 13回 7回 6回 2回 －

KPI 2回 2回 2回

24,075,000 26,937,600

5人 －

評価（A～D） D D D

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 10人 10人 10人 10人 10人

Ｒ２
（1年目）

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

31,605,700 －

36,784,000

最終予算額 当初予算額 最終予算額 最終予算額 当初予算額

Ｒ５年度実績
新規就農・後継者育成事業費:４名
2,543,200円
農業次世代人材投資事業：夫婦　１組
2,062,500円
単身　16名　23,250,000円
経営発展支援事業：１名　3,750,000円

予算額
22,842,690 21,075,000 26,985,000 31,795,000

執行額 22,842,690

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名
⑤農林水産業の後継者、新規就業者及び担い手
農家への支援

担当課名 農林水産課

事業内容
農林水産業の後継者や新たに就業する者に対して、技術の習得から就業後の定着までの期間（後継者１年・新
規就業者2年）、生活費や所得の支援（一定額）を行います。
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⇒

基準値

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

栽培技術の確立と作業の機械化体系の確立を図り、面積と耕作者の増加を図り、産地化を目指すとともに共同選別場の設
置等作業の省力化に取り組む。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

栽培面積は2.8haの栽培となった。若手生産者の技術力向上が図れてきたことか
ら、継続的に事業を展開できる部会となっている。面積、収量、販売額に関して
は、若干の減少はしたものの、新規作物として少しずつではあるが、生産基盤の
確立が図れていることから事業効果が認められる。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

栽培技術の向上と、選別作業の機械化により、近年と比較す
ると格段に労働力削減が図れている。
令和５年度においては、栽培面積の拡大が進まなかったこと
から、生産量向上を図るべく、より一層の機械化、作業の効
率化を実施する必要がある。
生産性向上として、栽培ほ場で生産者自身が病害虫発生予測
や発生の確認を行い、それに対応した処置が出来るように研
修会等を重ねて目を養っていく必要がある。

令和５年度は、前年度と面積が同等であり、生産量同等が出来たこ
とから、一定量を確保する生産者の技術が出来つつある。
今後とも、生産面積を増やすために、労力の軽減を優先して図り、
生産性の向上につながる、栽培体制を目指す。

評価（A～D）

KPI

3人 －

評価（A～D） A A D A －

実績

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

薬草作物の新規農家数
７人

KPI 3人 3人 3人 2人 2人

Ｒ４
（3年目）

2人

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）

実績 4人 3人

90,000 －

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

薬草日置栽培部会運営補助
予算額

執行額 100,000 90,000 90,000

90,000

最終予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額

100,000 90,000 90,000 90,000

事業内容
１次産業の活性化や後継者、新規就農者の生産意欲の向上等を目的として、地域に適した新規作物の生産及び
拡大を支援します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名 ⑥新規作物の開拓支援 担当課名 農林水産課
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⇒

基準値

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

いちご研究会とともに環境制御技術マニュアルを作成し、炭酸ガスの有効活用に
よる年内収量の増加及び厳寒期の生育促進に努めた。
また、オリーブの生産技術の映像化、動画配信サービスでの提供により、栽培技
術の向上に努めた。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

e-kakashiでのモニタリングは管理の現状が見える化さ
れたことで生産者の管理に変化が現れてきつつある
が、システム上での管理までは行えていない。

マニュアルに基づく作物生理の理解促進とコストを抑えた環
境制御装置の導入による環境制御による効果の最大化を目指
す。

評価（A～D） － A －

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

3,757㎏ 3,930kg 3,891kg
3,100㎏

実績

386百万円 － －

いちご部会全体の単収
を５％アップ

209百万円

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

部会員への環境制御の定義と制御技術のポイントについて、理解促進に努めるとともに、環境制御を実践された優良事例
の収集と技術の周知による単収の高位平準化を図る。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

－

－ －

いちご部会全体の販売
高15％増

209百万円
KPI － － 241百万円 － －

評価（A～D） － － A － －

実績 － －

－

いちご若手農家の収量
（単収）をいちご部会全
体平均まで向上

－ －

実績 － 330百万円 － － －

KPI － 220百万円 －

－ －

R6.9算定予定 －

評価（A～D） A A A

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 3,100㎏ 3,150㎏ 3,200㎏ 3,250㎏ 3,300㎏

Ｒ２
（1年目）

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

－ －

－

最終予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額－
予算額

－ － － －

執行額 －

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名 ⑦農業ＩｏＴの活用 担当課名 農林水産課

事業内容 農業IｏTを活用し、篤農家の栽培技術を共有し、新規就農者の確保と生産性の向上を図ります。
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⇒

基準値

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

繰越予算において、実施設計L=0.6km、立木補償N=1式を実施した。
用地買収単価設定のため、林道矢筈線不動産鑑定N=2式を実施した。
工事(林道矢筈線(4-1工区)：施工延長L=153.0m)を実施し、用地買収・分筆登記のための
用地測量A=2.00haの契約を行った。
工事(林道矢筈線(5-1工区)：施工延長L=180.0m予定)を契約した。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

近年、林業においては若年者層や新規就業者数は増加傾向に
あるが、全体的な就業者数はいまだ減少し続けている。また
高性能林道機械が入らず搬出の際に迂回する現状にあるた
め、木材搬出が非効率化しており早急な林道整備が求められ
ている。

林道整備により高性能林道機械等を使用した効率的かつ低コストな
施業により林業・木材産業の生産活動の向上を図る。

評価（A～D）

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

6,389㎥ 15,063㎥ 29,413㎥
16,500㎥

実績

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

整備に向け計画的に進めている。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

-

KPI

評価（A～D）

実績

－

林業の素材生産量

実績

KPI

22,553,000 64,378,415

R6.11算定予定 －

評価（A～D） D B A

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 16,600㎥ 16,700㎥ 16,800㎥ 16,900㎥ 17,000㎥

Ｒ２
（1年目）

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

62,757,420 －

28,614,000

最終予算額 最終予算額 最終予算額 当初予算額 当初予算額

実施設計L=0.6m
不動産鑑定N=2式
立木補償N=1式
工事L=153.0m

予算額
4,620,000 81,996,000 132,227,000 109,156,000

執行額 4,620,000

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名
⑧日置市らしさを感じる魅力と活力あふれるま
ちづくり計画（林業）

担当課名 農林水産課

事業内容
国道３号・270号を中心に主要地方道や県道にアクセスする市道24路線及び林道２路線の道路拡張等を行うこ
とにより、観光資源を結ぶ効率的な道路網のネットワーク化をはじめ、森林施業における効率化を図ります。
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⇒

基準値

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

令和５年度商品開発支援事業費補助金については、３つの事業者が活用し、本市
の特色を生かした商品開発を行った。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

令和５年度は補助事業を活用した事業者数が昨年と比
較し１件減少した。事業の周知や支援を必要とする事
業者への適切な支援が課題と考えられる。

多くの事業者が本補助金を活用し、新商品開発による販路拡
大や売上向上等につながる取組の一助となるよう、関係機関
とも協力し事業の周知を図る。令和６年度も、令和５年度と
同程度の実績を残せるよう取組みを強化する。

評価（A～D）

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

2件 5件 4件
２件/年

実績

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

成果・費用対効果を維持し、継続して実施

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

A

KPI

評価（A～D）

実績

－

新商品開発件数
（商品開発支援事業費
補助金活用件数）

実績

KPI

943,000 761,000

3件 －

評価（A～D） A A A

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 2件 2件 2件 2件 2件

Ｒ２
（1年目）

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

276,000 －

1,000,000

最終予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額
商品開発支援事業費補助金
（商品開発等に係る経費の一
部を支援）

予算額
1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000

執行額 283,000

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名 ⑨商品開発支援事業 担当課名 商工観光課

事業内容
日置市らしい商品の開発により、ひおきブランドを確立し、地域活性化及び産業の振興を図るため、本市の
特色を生かした商品の開発を行う事業者に対し、その商品開発等に係る経費の一部を支援します。
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⇒

基準値

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

ふるさと納税の申込増加や販路拡大等、直接事業者にメリットとなるＰＲ方法を模索した上で実行に移し、更なる日置市
の特産品を市内外にＰＲを行っていく。また、出品するための商品開発への意欲向上を図っていく。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

16事業者25商品が出品され審査員９名による審査が行われた。
その中から５つの商品が「金賞」に選定され、情報誌への掲載やPR動画の作成を行うこ
とで入賞商品のＰＲを行った。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

出品されていない事業者や商品が多くあるため、出品
することがメリットとなるＰＲ方法について模索する
必要がある。

ＰＲ方法について、他自治体実施事業や民間企業実施事業等
を調査し、より効果的なものがないか模索し、実行に移せる
よう調査を行う。

KPI

評価（A～D）

実績

－ － － 1品 －
本コンクール出品商品の
うち県特産品コンクール
への出品商品数

０品
KPI － － －

評価（A～D） － － － A －

5品重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 － － － 25品 －

評価（A～D） － － － A －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

1品 1品

実績

予算額 － － －
1,411,000

コンクールへの出品数
０品

KPI － － － 5品

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

1,380,000

当初予算額 当初予算額

執行額 － － － 1,354,700 －

「ひおき特産品コンクール」
事業に要する経費
・審査員謝金
・情報誌への特集記事及びPR動
画作成

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名 ⑩ひおき特産品コンクール 担当課名 商工観光課

事業内容
多様化する消費者ニーズに対応した売れる商品づくりを促進するため、既存の特産品や新たに開発・製造・
改良された商品のコンクールを開催します。
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⇒

基準値

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

関係３市で構成された同協議会は「薩摩国」としての広域的連携を図り、海外市場への開拓、展開、販路拡大を目指したものである。しか
しながら、海外フェアの開催は年１回に留まり、負担金の殆どをトップセールスにかかる委託料と旅費が占め、また参加事業者の多くはそ
の後の輸出に繋がっていない。令和５年度をもって一旦脱退するが、新たに鹿児島県貿易協会へ加入し、市内事業者へ貿易に関する情報共
有や勉強会の積極的参加を促し、輸出に対する機運の醸成を図る。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

－ －

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

貿易への機運等を高めるため、事業者向けの「貿易促進セミナー」の実施、県と連携し「うんまか鹿
児島輸出商談会」の対面での開催（R4オンライン）、また海外展開においては、マカオフェアで百貨
店等へのトップセールス及びバイヤー訪問（5商談）を行った。また、同フェアにおいて市内5事業所
15品目が出展され、本市を含む薩摩国の文化の発信、観光、特産品のＰＲ及び事業者収益の向上を図
ることができた。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

トップセールスや商談等の機会は得られたが、フェア後輸出
が続いている事業者は少ない。また、機会も年１回に限ら
れ、フェア委託事業者が固定されており、事業者と商社の
マッチングがしにくい。

多くの加入団体及び、幅広い業種と関わりのある主体との機会を増
やす必要がある。また、費用対効果及び事業者間の身近なネット
ワークを生かした機会創出を図れるよう県貿易協会への加入を検討
する。

258,511千円 245,539千円 －

薩摩國広域輸出促進事
業に係る成約数
（Ｒ４まで）

１件/年

200,000円 －

実績 543,675円 446,856円 728,914円 844,295円 －
※参考　薩摩國広域輸出促
進事業に係る売上金額
（フェア）

０円
KPI 200,000円 200,000円 200,000円

評価（A～D） － － －

評価（A～D） A A A

A

A －

※参考　薩摩國広域輸出促
進事業に係る川内港食品輸
出取扱い金額

814,073千円
（H30）

KPI 819,073千円 824,073千円 829,073千円 834,073千円 －

評価（A～D） － － － － －

実績 466,037千円 207,201千円

－

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

1件 －

実績 4件 20件 15件 15件 －

KPI 1件 1件 1件

薩摩國広域輸出促進事
業に係る商談数
（Ｒ４まで）

2件/年
KPI 2件 2件 2件 2件 －

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 8件 3件 5件 5件 －

評価（A～D） A A A

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

－
最終予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額

執行額 500,000 964,000 1,000,000 995,714

薩摩國広域輸出促進協議会負
担金

予算額
1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

－

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名 ⑪薩摩國広域輸出促進事業 担当課名 商工観光課

事業内容
輸出機運と商機会の造成を推進するため、自主的なターゲット国でのフェアをはじめ、商談会や輸出セミナー
を開催するとともに、県貿易協会等と連携した地域産品のプロモーション事業を行うことで、物流構築の強化
と観光資源のPRを一体的に展開します。
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⇒

基準値

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

総会時に出荷者と試験ほ場の樹１本あたりの平均収量や最高収量を年次ごとに示し、年生やせん定などの栽培管理による
実態を明らかにするとともに、出荷実績がある方へ個別カウンセリングを行い個人ごとの樹１本あたりの収穫目標を設定
することで、出荷量の増加につなげていく。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

令和５年度は、受粉期の４月下旬から５月中旬ごろまで連続した降雨が少なく、着花が
順調に進んだことから、収穫量は、前年度2,460kg対して4,594kgと前年比186％であっ
た。オイルの搾油については、従来より鮮度を重視ししつつも、搾油技術の向上によ
り、搾油率が6.15％から6.43％となった。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

栽培者の減少などに対する不安が生産者から上がって
おり、栽培技術の高位平準化による生産数量の増加や
栽培管理の委託などの体制を構築する必要がある。

樹体１本あたりの収穫量の目標を示しつつ、各生産者ごとのカウン
セリングシートによる課題と対応策を明確にすることで出荷量の増
加を目指す。

－

オリーブ出荷農家数
（Ｒ６から）

27人
(令和4年度)

KPI － － － － 50人

評価（A～D） － － － － －

実績 － － － 31人 －

4人 0人 －

オリーブの収穫量
（Ｒ５まで）

4,020㎏

－ 3,200kg

実績 － － － 4,594kg －
オリーブの出荷量
（Ｒ６から）

2460.7kg
(令和4年度)

KPI － － －

評価（A～D） － － － －

評価（A～D） D D D

D

D －

オリーブ栽培農家数
（Ｒ５まで）

10人/年
KPI 10人 10人 10人 10人 －

評価（A～D） A D D D －

実績 11人 2人

－

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

11,268kg －

実績 499kg 2326kg 2,460kg 4,594kg －

KPI 5,832kg 7,644kg 9,456kg

オリーブの植栽本数
（Ｒ５まで）

650本 KPI 720本 790本 860本 930本 －

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 362本 74本 52本 0本 －

評価（A～D） D D D

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

3,577,000

最終予算額 最終予算額 最終予算額 最終予算額 当初予算額

試験圃場の管理、部会運営補
助、小豆島からの講師謝金、先
進地視察旅費

予算額
3,889,000 14,680,000 9,247,000 3,387,000

執行額 3,540,000 10,586,000 8,701,898

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

2,752,976 －

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名 ⑫オリーブ産業プロジェクト 担当課名 農林水産課

事業内容
新たな産業創出として始まったオリーブを生産・加工・流通までの６次産業化の更なる体制を構築させること
で、担い手農家のための基幹作物の位置付けをはじめ、新商品開発やイベントを通じた消費喚起による地域経
済の活性化を図ります。
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標②「住んでよし ひおき」～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

事 業 名 ⑬母子保健事業（不妊治療関係事業） 担当課名 健康保険課

事業内容

・安心して子どもを生み育てることのできる環境づくりを推進するとともに、不妊に悩む夫婦の精神的負担及
び経済的負担の軽減を図るため、不妊治療の助成を行います。
・産後の体調や育児に不安のある母子を対象に、心身のケアや子育て環境を整えるノウハウなどの支援を受け
られるよう助産所等の入所費用の一部助成を行います。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

7,322,350 －

10,980,000

最終予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額

【母子保健事業】
・特定不妊、一般不妊治療助
成事業
・産後ケア事業（宿泊・日帰
り・訪問）

予算額
6,982,000 8,100,000 10,130,000 11,020,000

執行額 5,362,340 6,238,866 3,564,940

79人 －

評価（A～D） － － －

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

合計特殊出生率
（５年平均）

1.62
（H29）

1.68
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI － － － － －

Ｒ２
（1年目）

－

※参考　母子保健事業
での不妊治療件数

－ －

実績 44.9% 55.0% 55.0% 64.6% －

KPI － － －

.

不妊治療・産後ケアともに、利用者負担金の助成制度について普及を行い、利用しやすい環境を整備していく。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

－

－ －

KPI

評価（A～D）

実績

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

【不妊治療】
・妊娠率：妊娠に至った件数51件/79件＝64.6％
・令和４年度に制度改正を行い、不妊治療継続中の対象者は次年度に申請を受け付けるように改正
したため、令和５年度分が増加した。
・合計特殊出生率：1.57
【産後ケア】
・令和５年度に個人負担額を見直し、訪問型利用料を無料にしたことでR4年度22件がR5年度95件に
増加した。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

不妊治療の保険適用により、生殖補助医療が受診しやすく
なっている。事業内容や手続きの問い合わせもあるため、治
療に取り組みやすいように周知が必要。

産後ケアの利用料の負担が利用者増加の妨げになっている可
能性がある。

・不妊治療の保健適用や制度について、パンフレットや広報
誌、HPの見直しを行い、周知していく。

・産後ケアの個人負担額を無料にすることで、利用しやすい
環境を整備し、周知していく。

評価（A～D） － － －

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

68人 65人 49人

68件
（H30） 実績

※参考　母子保健事業
利用者の妊娠率

44.1％
（H30）
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標②「住んでよし ひおき」～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

事 業 名 ⑭マタニティボックス配布事業 担当課名 健康保険課

事業内容
赤ちゃんの誕生を祝い、今後の健やかな成長を願うことを目的として、地元企業と連携し赤ちゃんグッズ等が
入ったマタニティボックスを配布することで子育てしやすいまちづくりを目指します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

4,000,000 －

5,195,000

最終予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額

赤ちゃんが生まれた世帯に、
子育てに必要な実用品等を詰
め合わせた「マタニティボッ
クスひおきコウノトリ便」を
配布

予算額
7,000,000 7,000,000 7,000,000 5,000,000

執行額 7,000,000 7,000,000 7,000,000

5,564人 －

評価（A～D） A A A

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

合計特殊出生率
（５年平均）

1.62
（H29）

1.68
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 6,046人 5,865人 5,689人 5,518人 5,352人

Ｒ２
（1年目）

－

子育て世代（25～39歳）
の人数（住民基本台帳）
※毎年1月1日基準

90％以上 90％以上

実績 97% 93% 94% 97% －

KPI 90％以上 90％以上 90％以上

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

国の出産子育て応援給付金や、民間事業者による類似の取組も出てきているため、事業の継続について廃止も含めて検討
を行っていく。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

A

A －

KPI

評価（A～D）

実績

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

アンケートでは「満足」「やや満足」と回答した方が97％。他市町村にはない制度なの
で転入後出産した方からの満足は高い。内容についての意見は個人差があるが、出産の
時に形として残るものをもらえることが喜びの声につながっている。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

内容についての意見は個人差があるが、箱の大きさに
ついての不満の声は多かった。今後、大きさや内容の
検討が必要。

箱のサイズを小さくするため、市民のニーズを把握しなが
ら、マタニティボックスの内容を見直していく。

評価（A～D） A A A

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

6,057人 6,885人 5,730人
6,233人

実績

マタニティボックスの満
足度（満足・やや満足と
回答された方の割合）

90.00%
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⇒

基準値

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

（実績額）160,598,580円
新型コロナウイルス感染症の５類移行による、医療費自己負担へ変更分をこども医療費
で対応し、子育て世代の負担軽減を図ることができた。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

ひとり親家庭医療費助成制度・重度心身障がい者医療
費助成制度・災害共済給付制度健康保険組合との重複
防止策を講じる。

・各課及び関係機関との連携
・各機関の提出データ、資料のチェック体制強化

評価（A～D） － － －

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

5,534人 5,534人 5,613人実績

－ － －

※参考　医療費対象件数

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

今後も、医療費助成制度の普及を行い、経済的理由により受診を控えることによるこどもの病気や怪我の重症化を防いで
いく。また、県のこども医療における施策の動向にも注視し、情報収集と迅速な対応に努める。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

－

－ －

KPI － － － － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － －

－

※参考　受給者数
（各年３月31日時点）

－ －

実績 69,345件 69,585件 70,647件 73,214件 －

KPI － － －

133,069,419 141,789,476

5,487人 －

評価（A～D） － － －

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

合計特殊出生率
（５年平均）

1.62
（H29）

1.68
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI － － － － －

Ｒ２
（1年目）

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

160,598,580 －

164,000,000

最終予算額 当初予算額 当初予算額 最終予算額 当初予算額
保険料診療に係る一部負担金
の助成

予算額
127,700,000 144,000,000 144,000,000 164,000,000

執行額 127,764,911

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標②「住んでよし ひおき」～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

事 業 名 ⑮子ども医療費の助成 担当課名 こども未来課

事業内容 経済的負担の軽減を図るため、子ども医療費の助成を「中学卒業まで」引き続き実施します。
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標②「住んでよし ひおき」～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

事 業 名 ⑯ひおきふるさと教育の推進 担当課名 学校教育課

事業内容
本市の伝統文化、人物、自然や産業といった魅力ある素材を学習内容とした授業を展開し、児童生徒がふるさ
とに対する理解を深め、その学習活動を通して、「礼節」、「郷土愛」、「自然愛」、「奉仕」といった道徳
性を身につけられるよう風格ある教育を推進します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

2,443,082 －

2,623,000

最終予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額印刷製本・補助金
予算額

2,524,000 2,991,000 2,534,000 2,693,000

執行額 1,923,220 2,410,138 2,450,332

75.0% －

評価（A～D） － A A

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

合計特殊出生率
（５年平均）

1.62
（H29）

1.68
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 72.70% 72.70% 72.70% 72.70% 72.70%

Ｒ２
（1年目）

－

子どもが地域の行事に参
加した割合（全国学力・
学習状況調査）
小学生

54.20% 54.2%

実績 － 53.6% 43.5% 44.9% －

KPI 54.20% 54.20% 54.20%

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

地域の力を学校運営に活かすため、令和４年度から学校運営協議会が各学校に組織化されている。この協議会を通じて講
師となる地域人材の確保や体験授業の受け入れ先の拡充・拡大等に繋げていきながら、ひおき学の新しい取組みへのアド
バイスもいただき、内容の見直しを行っていく。
また、広報ひおきでひおき学の取組みを１校ずつ毎月掲載している。他の学校の取組みを知って、自分の地域のことや学
校で行われているひおき学の内容について考えるきっかけとなるよう継続して市民への周知を行っていく。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

A

C －

「ひおき学」に係る市
民への周知（情報発
信）

２回/年
KPI 2回 2回 2回 2回 2回

評価（A～D） A A A A －

実績 2回 7回

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

市内の小学校14校、中学校５校、義務教育学校１校で、ひおきふるさと教育を実施し、
全校の児童生徒が参加した。「ひおき学」「環境」等の学習ブックを配布し、様々な地
域力を生かした内容を取り入れ、児童生徒の道徳性や郷土愛の育成に努めた。年度末に
は「わが町ひおき検定」を行い、全校（20校）で1,334人の児童生徒が受験し、919人
（約70％）の児童生徒が合格した。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

部活動や学習塾等のため地域行事に参加できないとい
うこともあるが、中学生の地域行事への参加率が減少
傾向にある。

児童生徒がふるさとに対する理解を深め、道徳性を身につけ
られるよう、小中一貫（９年間）で計画的に実施していくこ
とで、中学生になっても地域に目を向け行事にも参加する意
識を育てる。また、ひおき学の中で、中学生が小学生に教え
ることで、地域のよさを再認識してもらう機会を設定する。

評価（A～D） － B C

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

－ 80.0% 73.1%

県平均
72.7％ 実績

8回 11回 －

子どもが地域の行事に参
加した割合（全国学力・
学習状況調査）
中学生

県平均
54.2％
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標②「住んでよし ひおき」～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

事 業 名 ⑰子ども支援センターの充実 担当課名 学校教育課

事業内容
・臨床心理士の配置等により子どもたちやその保護者に対するきめ細かい相談支援体制の強化を図ります。
・各種相談機関との連携をはじめ、総合的な相談支援の充実と強化に取り組みます。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

10,623,122 －

12,295,000

最終予算額 最終予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額
子ども支援センター事業費
ふれあい教室事業費

予算額
14,724,000 10,023,000 10,847,000 10,838,000

執行額 14,316,890 9,387,216 10,971,859

3回 －

評価（A～D） A A A

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

合計特殊出生率
（５年平均）

1.62
（H29）

1.68
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 1回 1回 1回 1回 1回

Ｒ２
（1年目）

－

子ども支援センター支
援者に対する研修会の
開催数

80.00% 80.00%

実績 79.66% 77.19% 75.46% 73.02% －

KPI 80.00% 80.00% 80.00%

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

子ども支援センターの総合相談窓口（ワンストップ）としての機能を一層高めたい。不登校児には学校と連携してのきめ
細かい電話相談・家庭訪問に努めたい。併せて、新設した「ふれあい教室２分室」が不登校児童生徒の居場所として活用
されるよう内容充実に努めたい。児童虐待等の相談に対しては、こども未来課（子ども家庭センター）と連携して家庭環
境の改善に努めたい。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

A

B －

KPI

評価（A～D）

実績

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

講演会は、福祉課と連携して外部講師を招へいしグループ討議等講演方法も工夫して開催した（8/26 参加者
81人）。指導者研修会は、対面でのグループワーク方式等を取り入れ２回実施した（11/22 参加者62人、2/15
参加者46人）。久しぶりの対面による講演会・研修会は好評だった。また、相談活動として教育相談員による
巡回訪問（428回）、ＳＳＷによる学校訪問（602回）、臨床心理士によるカウンセリング及び相談員等とのコ
ンサルテーション（216回）等を行い、児童生徒や保護者等からの様々な相談に対応してきた。令和５年度の
年間相談者実数は315人で、延べ相談回数は5,586回だった。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

不登校や発達障害に関する相談が大半を占める。不登校の要
因は、発達に特性がある、経済的困窮や不安定な家庭環境に
置かれている、保護者の心身の不調や価値観の変化等、様々
で多方面からの継続的支援が必要である。今後、ひきこもり
となる可能性も見据え、関係各課による重層的支援が必要で
ある。

保健師・教員専門員等による定期的園訪問等による観察活動を通し
た早期からの発達支援（療育利用等）や保護者の児童発達の理解促
進、ＳＳＷによる不登校児童への登校支援やふれあい教室での学習
支援等を行いながら、家庭相談員による家庭環境改善の支援に努
め、将来の「ひきこもり状況」を予防できるよう関わりを継続して
いく。

評価（A～D） B B B

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

1回 1回 2回
－

実績

子ども支援センターの
相談に対する改善割合

80.00%
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標②「住んでよし ひおき」～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

事 業 名 ⑱過疎地域移住定住促進事業 担当課名 地域づくり課

事業内容
市外から定住を目的に本市に転入し、補助対象地区に移住した場合、一定要件を満たす方に対して助成し、加
えて子育て世帯や地元業者による新築等で移住した場合には助成金上限額を増額します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

17,950,000 －

20,000,000

最終予算額 最終予算額 最終予算額 最終予算額 当初予算額
予算事業（複数事業有）の経過
措置（補助基本額改正前）対象
者が少なく、３月補正で減額。

予算額
20,000,000 21,700,000 20,000,000 18,000,000

執行額 16,300,000 21,700,000 16,483,000

121人 －

評価（A～D） A A A

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

合計特殊出生率
（５年平均）

1.62
（H29）

1.68
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 74人 74人 74人 74人 74人

Ｒ２
（1年目）

－

過疎地域移住定住促進
事業利用者のうち移住
者数

実績

KPI

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

引き続き情報発信に努め、事業を実施する。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

A

KPI

評価（A～D）

実績

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

令和３年度に補助金額を引き下げ実施しているが、引き下げ後も地方移住の機運は高
く、事業活用者は高水準の実績の令和４年度と横ばいとなっている。
世帯数　42世帯（前年比　±０）　　人数121人（前年比　△14人）

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

移住定住を検討している方々に日置市移住を検討して
いただくため、より広く情報発信をする必要がある。

今後においても随時事業周知を行う。

評価（A～D）

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

87人 118人 135人
63人/年

実績
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標②「住んでよし ひおき」～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

事 業 名 ⑲空き家改修補助事業 担当課名 地域づくり課

事業内容
市内の空き家等を居住又は簡易宿所として活用する場合、改修・リフォーム費用等の補助を行い、加えて地元
業者による施工の場合は、補助上限額を増額します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

3,592,000 －

10,000,000

最終予算額 当初予算額 当初予算額 最終予算額 当初予算額

予算事業（複数事業有）の上半
期利用が多く、12月補正で増
額。結果、少額補助が多かった
ため、件数は昨年度同様で額は
減少。

予算額
7,000,000 10,000,000 10,000,000 7,178,000

執行額 4,267,000 8,602,000 6,624,000

11人 －

評価（A～D） A A A

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

合計特殊出生率
（５年平均）

1.62
（H29）

1.68
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 6人 6人 6人 6人 6人

Ｒ２
（1年目）

－

空き家改修補助事業利
用者のうち移住者数

9件 9件

実績 16件 28件 28件 15件 －

KPI 9件 9件 9件

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

関連企業への管理委託など、空き家バンク制度の見直しを検討していくこととする。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

A

A －

KPI

評価（A～D）

実績

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

令和４年度と比べ実績は減少となったが、着実に空き家活用が推進され、移住者数、事
業活用者数のいずれも基準値を達成する形となった。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

総件数及び移住者数は前年にくらべ減少しているが、
着実に空き家活用が推進されている印象。課題は、空
き家バンクの登録や移住の問い合わせなど多く、対応
する体制の充実を検討する必要がある。

空き家バンクの運営体制や登録プロセスなどの変更を検討
し、今後の円滑な運営がなされるよう取り組む必要がある。

評価（A～D） A A A

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

10人 25人 25人
６人/年

実績

空き家改修事業のうち
補助件数

９件/年
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標③「訪ねてよし ひおき」～ひおきへの新しい人の流れをつくる～

事 業 名 ⑳バスツアーの充実 担当課名 商工観光課

事業内容
バスツアーを通じて本市の隠れた観光名所や古民家、季節ごとに楽しむことができる魅力等、多くの人に本市
の良さを認知してもらい、交流人口の増加と口コミによる拡散を目指します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

500,000 －

500,000

最終予算額 最終予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額
観光関係者向けのモニタツ
アーの実施（１回）

予算額
100,000 1,050,000 500,000 500,000

執行額 100,000 1,050,000 500,000

2,010人 －

評価（A～D） B B A

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

観光地・観光施設
年間来訪者数

231万人
（R1）

250万人
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 1,756人 1,767人 1,778人 1,789人 1,800人

Ｒ２
（1年目）

－

域外からのバスツアー受
入れ人数（市観光協会、
ガイド協会の受入れ人
数）

実績

KPI

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

新型コロナウイルス感染症の分類が５類に引き下げられた影響で、観光客がコロナ前と同程度に戻りつつある。今後は国
内ツアー、教育旅行、インバウンドにおけるバスツアーの充実を図るため、市場調査や地域資源調査など現状分析を行
い、ターゲットやコンセプトを設定し、バスツアーの充実に向けた事業計画を策定する。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

A

KPI

評価（A～D）

実績

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

クルーズ船での観光客向けバスツアーの実施　１回（参加者15名）
日置市観光体験バスツアーの実施　１回（参加者23名）　など

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

新型コロナウイルス感染症の分類が５類に引き下げら
れ、観光ツアーが再開されたことに伴い、受入人数は
ＫＰＩを大幅に上回ることができた。

日置市観光協会と連携を取り、各事業者が実施する体験プロ
グラムの情報収集と発信を行い、今後のマイクロツーリズム
需要の高まりに対応したい。

評価（A～D）

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

1,589人 1,750人 1,779人

1,745
人/年 実績
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標③「訪ねてよし ひおき」～ひおきへの新しい人の流れをつくる～

事 業 名 ㉑スポーツ合宿の助成 担当課名 商工観光課

事業内容 スポーツ及び文化等の団体が市内の宿泊施設を利用し、合宿等を行う場合に宿泊費用の一部を助成します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

9,400,000 －

0

最終予算額 最終予算額 最終予算額 最終予算額 当初予算額
合宿を誘致し活性化に資する
ため、合宿等を行った団体に
対して補助を行う。

予算額
4,349,000 6,500,000 8,953,000 10,187,000

執行額 3,448,000 6,109,000 8,953,000

10,113人 －

評価（A～D） D D A

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

観光地・観光施設
年間来訪者数

231万人
（R1）

250万人
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 8,400人 8,450人 8,500人 8,550人 8,600人

Ｒ２
（1年目）

－

スポーツ合宿数（補助金
利用延べ人数）

実績

KPI

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

日置市施設利用促進協会への地域おこし協力隊の配置（令和６年９月から）や、ガバメントクラウドファンディング（Ｇ
ＣＦ）を活用しての資金調達などに取組み、合宿などに利用しやすい環境を整える。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

A

KPI

評価（A～D）

実績

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

・スポーツ・文化合宿誘致事業
　利用団体数： 157団体、 10,113人
　交付額：9,400千円
（参考）令和３年度実績　 97団体、6,197人　交付額：6,109千円
　　　　令和４年度実績　142団体、9,170人　交付額：8,953千円

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

新型コロナウィルス感染症の分類が５類に移行した影
響やかごしま国体、かごしま総文祭の開催により合宿
に訪れる団体が増え、ＫＰＩを大きく上回る実績と
なった。

令和５年度まで行っていたスポーツ合宿への助成が令和６年
度からなくるため、合宿等で訪れる団体の減少が見込まれ
る。よって、これまで以上に施設利用利用促進協会との連携
を強化や新たな対策を考える必要がある。

評価（A～D）

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

3,448人 6,197人 9,170人

8,350
人/年 実績
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標③「訪ねてよし ひおき」～ひおきへの新しい人の流れをつくる～

事 業 名 ㉒観光ＰＲ武将隊プロジェクト 担当課名 商工観光課

事業内容
戦国島津ゆかりの地である本市を武将のまちとしてイメージ戦略を図り、様々なイベント・行事等で甲冑姿の
武将隊が観光プロモーションを行うことで、武将として体験できるまちづくりを目指します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

2,730,848 －

5,000,000

最終予算額 最終予算額 最終予算額 最終予算額 当初予算額

市内外のイベント等でPRを行
い、SNS等による情報発信も
合わせて行うことで、日置市
の認知度向上を図った。

予算額
10,064,000 12,285,000 4,407,000 3,100,000

執行額 9,793,960 11,234,500 2,917,000

1,366人 －

評価（A～D） A A A

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

観光地・観光施設
年間来訪者数

231万人
（R1）

250万人
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 420人 450人 500人 500人 500人

Ｒ２
（1年目）

－

プロジェクト専用SNSフォ
ロワー数
（Facebook,Instagram,Tw
itter）

1,300人 1,300人

実績 546人 885人 982人 829人 －

KPI 1,080人 1,100人 1,200人

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

これまでに引き続いての課題として、軍議場の認知度が低いことが挙げられる。現在、戦国島津マネジメント軍師（地域
おこし協力隊）が８月末で退任することから、その後の運営について民間企業で担っていただく計画である。プロモー
ション方法の見直しを図りつつ、認知度の向上に向けて仙厳園にも協力をいただきながら軍議場の移転も含め検討を進め
る。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

A

D －

KPI

評価（A～D）

実績

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

情報発信ツールの拡充
・プロモーション活動等（県内外の各イベント）
・ＶＲアトラクションの導入に伴う体験者の増
・スタンプラリー等のコンテンツの充実

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

新型コロナウイルス感染症の分類が５類に引き下げら
れたが、団体での視察などが減り、前年度より来訪者
は大幅に減少した。

これまで整備してきたプロジェクトに係るコンテンツを生か
し、広く発信して、今後高まると予測されるマイクロツーリ
ズム需要を獲得する。

評価（A～D） D C C

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

1,052人 1,578人 1,171人

420
人/年 実績

甲冑体験活動拠点への
来訪者数

1,080
人/年
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⇒

基準値

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

令和5年度において、国道3号及び270号を中心に、観光周遊ルートやアクセス道の道路拡
幅等の整備を進めた。新型コロナウイルス感染症の5類感染症への移行により、観光入込
客数はコロナ禍前の水準に戻りつつあり、移住・定住者もKPIより高い水準で推移してい
る。
 R5計画路線：12路線（東市来地域の県道養母長里線と仙名伊集院線アクセス道路、伊集
院地域の国道3号とを県道養母長里線を結ぶ路線等の整備）

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

当該計画において、美山インターチェンジのフル化を
計画しているが、市の財政状況を鑑み、着手延期を見
込んでいる。

事業実施路線の選択と集中を図り、観光周遊ルートやアクセ
ス道路の拡幅整備を確実に実施し各指標に対する目標達成を
目指す。

評価（A～D） A A A

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

205万人 209万人 208万人

231万人
（R1） 実績

（再掲）過疎地域移住
定住促進事業利用者の
うち移住者数

63人/年

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

未改良路線の改良率を向上させるため、個別路線の計画について見直しを行う。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

B

A －

KPI

評価（A～D）

実績

－

（再掲）観光地・観光
施設年間来訪者数

74人 74人

実績 87人 118人 135人 121人 －

KPI 74人 74人 74人

536,091,067 554,764,038

241万人 －

評価（A～D） C C C

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

観光地・観光施設
年間来訪者数

231万人
（R1）

250万人
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 244万人 246万人 247万人 249万人 250万人

Ｒ２
（1年目）

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

334,267,235 －

352,157,000

最終予算額 R2繰額+当初予算額 R3繰額+当初予算額 R4繰額+当初予算額 R5繰越+当初予算額

令和4年度繰越において、市道7路線
の工事等執行し、令和5年度現年に
おいては市道12路線の測量設計・工
事等執行した。

予算額
590,000,000 1,055,349,000 749,241,000 449,429,000

執行額 95,742,750

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標③「訪ねてよし ひおき」～ひおきへの新しい人の流れをつくる～

事 業 名
⑧日置市らしさを感じる魅力と活力あふれるま
ちづくり計画（市道）

担当課名 建設課

事業内容
国道３号・270号を中心に主要地方道や県道にアクセスする市道24路線及び林道２路線の道路拡張等を行うこ
とにより、観光資源を結ぶ効率的な道路網のネットワーク化をはじめ、森林施業における効率化を図ります。

4
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標 基本目標③「訪ねてよし ひおき」～ひおきへの新しい人の流れをつくる～

事 業 名 ㉓ひおきとプロジェクト 担当課名 地域づくり課

事業内容
市外住民とつながり、関係を深めるプロジェクト。関係人口＝ファンととらえ、市公式ファンクラブ「ひおき
カメカメ団」を設立。お試し住宅カメハウスを「関係深化」の拠点と位置づけ、運営団体と密な連携を行って
いる。LR株式会社も事務局として参画している。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

27,138,240 －

6,016,000

最終予算額 最終予算額 最終予算額 最終予算額 当初予算額

ウェブメディア「ひおきと」と
お試し住宅の運営及びネオ日置
（メタバース）の経済活動・交
流を行う空間と環境の整備を実
施した。

予算額
0 19,098,000 15,626,000 27,216,000

執行額 0 19,098,000 14,694,000

122人 －

評価（A～D） - C A

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

観光地・観光施設
年間来訪者数

231万人
（R1）

250万人
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 50人 100人 100人 100人 100人

Ｒ２
（1年目）

－

ひおきカメカメ団登録者
数

100日 100日

実績 - 9日 268日 672日 －

KPI 50日 100日 100日

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

少しずつ盛り上がってきている「ネオ日置」。令和６年度には「ネオ日置」と現実の日置市とを有機的につなげる「地域
通貨アプリ：まちのコイン」の導入を図ります。この実現により、市外住民との関係性の深化が図れ、物理的な距離が
あっても、ネオ日置上で関係性の深化が図れることとなります。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

A

A －

KPI

評価（A～D）

実績

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

お試し居住は人数*日数の延べ数で数値化。内訳は、狐火ハウス659人/年、赤いえんとつ
の家367人/年、みやまと。314人/年、ゆのもと242人/年、黒川どんげえ58人/年。前年の
４倍近く利用がなされており、長期滞在するカメカメ団員も出てきている。カメカメ団
員の登録状況も好調である。カメカメ団登録者で２世帯移住。ネオ日置についても、月
の来訪者が1,000人を超えており好調である。

現
在

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

KPIについては問題ない。関連する課題は、カメカメ団
員が本市に移住したかどうか、本人たちから報告をい
ただけていないこと。現状お試し住宅運営団体からの
聞き取りで確認。カメカメ団員が自主的に報告してい
ただけるよう周知を工夫したい。

関連する課題についてはカメカメ団へのメルマガによる周知
に工夫を加えたい。

評価（A～D） - - A

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

- 89人 150人

100
人/年 実績

お試し居住利用日数

100
日/年
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⇒

基準値

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

乗合タクシー利用者延べ数【Ｒ５】13,764人（対前年度比＋5,644人）
コミュニティバス利用者延べ数【Ｒ５】12,663人（対前年度比△6,696人）
コロナ禍の影響は緩和されたが、減少した状態から横ばいの状況となっている。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

人口減少に伴い、公共交通利用者の減少も進んでいる
が、高齢化に伴う運転免許証自主返納者の増加など、
移動手段の確保が必要な方々への対応は重要な政策の
ため、持続可能で費用対効果の高い公共交通の構築が
必要。

令和5年度はコミュニティバスを一部地域（吹上・東市来）
で廃止し、乗合タクシーの運行区域・日数・便数の拡充を
図った。乗合タクシーを中心とした交通体系の構築を「日置
市地域公共交通会議」で協議し、利便性向上を図ることとし
た。

評価（A～D）

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

29,472人 27,590人 27,479人

39,382人
（H30） 実績

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

国庫補助を活用して、AIオンデマンドシステムによる乗合タクシーのバージョンアップを図ることとした。また、市内医
療機関へ協力いただき、市民への制度普及に注力する。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

－

KPI

評価（A～D）

実績

－

※参考　公共交通の利用
者延数

実績

KPI

38,133,768 39,713,996

26,427人 －

評価（A～D） － － －

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市民アンケート満足度
（日置市の住みやすさ）

70.5％
（R1）

75.0％
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI － － － － －

Ｒ２
（1年目）

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

24,850,540 －

20,344,000

最終予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額

乗合タクシー運行事業（全地域26路
線）、コミュニティバス運行事業（伊集
院地域）を交通事業者に委託し、地域住
民の移動手段の確保を行った。

予算額
39,000,000 38,700,000 40,890,000 31,334,000

執行額 36,417,919

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標
基本目標④「ふれあいあふれてよし ひおき」～地域の連携を深め、若者から高齢者まで、安心して暮らせる
まちをつくる～

事 業 名 ㉔公共交通の維持・確保 担当課名 地域づくり課

事業内容
市民の移動手段を確保するため、交通不便地域での乗合タクシーやコミュニティバス事業を継続して実施しま
す。
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⇒

基準値

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

防災出前講座開催11回、県防災アドバイザー派遣講座２回、計13回実施して、防災に対
する啓発を行った。また、グループワーク方式の体験型災害対応ゲームを実施し、共助
の重要性について周知を行い、その結果、新たに１自主防災組織が結成された。
Ｒ４：組織数151、加入率89.3％　　　Ｒ５：組織数152、加入率89.3％

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

　自治会長研修会や出前講座などを通じ、加入促進を
図っているが、「共助」の重要性についての啓発がで
きていないのではと思われる。

　能登半島地震を踏まえ継続して出前講座等を通して自主防
災組織による共助の重要性について周知を図り結成を促す。
また、防災訓練や防災講習会等へ参加いただき加入促進を図
る。組織の未結成が多い地域（伊集院・吹上地域）を中心に
声掛けしていきたい。

評価（A～D）

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

88.0% 88.1% 89.3%

87.9％
（H30） 実績

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

　住民による任意組織として防災士会（リーダーネット）と連携を図りながら自主防災組織の活動支援を行い、県地域防
災推進委員リーダー養成研修を受講した住民等にも加入を促し、組織の人員拡大と活動の強化・充実を図るとともに、グ
ループワーク方式の体験型災害対応ゲームを通じて、「共助」の啓発を図っていきたい。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

B

KPI

評価（A～D）

実績

－

自主防災組織加入率
（２％アップ）

実績

KPI

3,226,200 1,907,800

89.3% －

評価（A～D） A B B

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市民アンケート満足度
（日置市の住みやすさ）

70.5％
（R1）

75.0％
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 86.10% 91.00% 94.00% 96.00% 98.00%

Ｒ２
（1年目）

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

3,608,000 －

4,326,000

最終予算額 当初予算額 当初予算額 最終予算額 当初予算額

各自主防災組織への補助金交付
      補助金　3,608　千円
(結成事業費補助　１組織)
(活動推進事業費補助　55組織)
(資器材整備事業費補助 ２組織)
(届出避難所運営補助 ０自治会）
(地域コミュニティ助成事業　１組織）

予算額
2,650,000 5,650,000 4,650,000 6,127,000

執行額 2,617,000

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標
基本目標④「ふれあいあふれてよし ひおき」～地域の連携を深め、若者から高齢者まで、安心して暮らせる
まちをつくる～

事 業 名 ㉕自主防災組織の充実・強化 担当課名 総務課

事業内容 地域の防災力を充実・強化するため、防災知識の普及啓発など自主防災組織に対する支援を行います。
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⇒

基準値

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

事業参加世帯は微増傾向にあり、SDGSの普及による効果も出ている、市民が燃やさずリ
サイクルすることを選択し、CO2の排出抑制に大きく理解と協力を頂いている結果が出て
いる。地域差があるものの、今まで取組んでいない地域からも事業に参加したいなどの
話を聞き、説明回答を行いながら１自治会20世帯が新たに事業に取組む結果となった。
また事業開始からの生ごみのリサイクル量は7,500t、CO2削減量は2,000tを超え、大きく
地球温暖化防止に貢献出来ている。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

市民が簡単に継続して環境アクションに参加できる生
ごみ回収の趣旨が十分伝わっていない。

出前講座や広報紙等を活用し市民に対して環境への理解を
深めてもらえるよう周知しながら課題の改善を図っていき
たい。

評価（A～D） C D D

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

13,747戸 13,973戸 14,319戸

12,929戸
（H30） 実績

生ごみ回収量

1,050ｔ
（H30）

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

SDGSが普及し、市民の理解と協力が更に大きくなったように感じる。中でも、未だに事業に取り組むことが新たなごみ出
しの負担になるなどの消極的な意見も聞くことがあるので、様々な場面を通じて、この事業の良さをアピールしながら目
標の達成に向けて取組む必要性を感じる。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

C

D －

KPI

評価（A～D）

実績

－

生ごみ回収対象世帯数

1,569t 1,697t

実績 1,010t 1,027t 1,074t 983t －

KPI 1,174t 1,298t 1,442t

61,809,809 73,185,180

14,339戸 －

評価（A～D） A B B

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市民アンケート満足度
（日置市の住みやすさ）

70.5％
（R1）

75.0％
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 13,000戸 14,400戸 15,800戸 17,200戸 18,600戸

Ｒ２
（1年目）

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

70,805,719 －

75,659,000

最終予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額
生ごみの回収、堆肥化に伴う
委託料

予算額
67,504,000 70,067,000 73,186,000 79,968,607

執行額 66,790,190

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標
基本目標④「ふれあいあふれてよし ひおき」～地域の連携を深め、若者から高齢者まで、安心して暮らせる
まちをつくる～

事 業 名 ㉖生ごみ回収事業 担当課名 市民生活課

事業内容 家庭などから排出される生ごみを回収し、堆肥化することで、環境にやさしい循環型社会を目指します。
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⇒

基準値

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

ソフト事業は令和５年度で終了となったが、これまで各地域で作成してきた地区振興計画をもとに、作り上げてきたもの
を継承、発展させ、自らの地域について考え、活動していくことを継続していく。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

地域住民のニーズに合わせた柔軟な仕組みづくりや地域資源を活用した事業を各地区で
展開し、地区の課題解決に向けた取り組みが行われた。コロナ禍以前に近い形で行事や
イベントを実施できた。地域のつながり（人）づくり、親睦融和が図られ、人の繋がり
等、一定の効果はあったと考える。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

市の財源と制度の在り方の両方の側面から事業を見直
す必要があり、協働のまちづくり推進委員会で検討を
重ね、中間答申を踏まえた結果をもとに各地区代表と
話し合いを行った結果、令和５年度でソフト事業を廃
止するという結論に至った。
ソフト事業の終了により、地区振興計画に関するアン
ケート調査が行えていないが、事業終了に向け各地域
で話し合いを行うことで、それぞれが地域に対する愛
着度を考える機会となった。

地区振興計画以前から実施していた行事や祭りがあり、地区
住民は当たり前のこととして継続を希望している認識があ
る。
愛着のある地域づくりのため、市の支援策として地区自治公
民館活性化事業交付金の上乗せ、日置市協働サポーター制度
による地域づくり協力員等の人的支援によるコミュニティと
の関わり強化等、側面的な支援を行っていく。

評価（A～D）

KPI

未実施 －

評価（A～D） － － － － －

実績

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

地区別の住民の各地域に
対する愛着度（地区振興
計画アンケート調査）

－
KPI － － － 70.0% －

Ｒ４
（3年目）

－

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）

実績 － －

59,703,949 －

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市民アンケート満足度
（日置市の住みやすさ）

70.5％
（R1）

75.0％
（R6）

26地区公民館が策定した第５期地区
振興計画に基づき、地域づくり推進
事業のソフト事業を実施する。（令
和３年度～令和５年度までの３年計
画により年次的に実施）

予算額

執行額 127,508,593 46,720,862 48,950,382

0

最終予算額 最終予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額

127,508,593 67,500,000 67,500,000 67,500,000

事業内容
地区公民館が策定した地区振興計画に基づき、公共的課題の解決を地区公民館と市との協働で進めます。対象
事業は、地区活力の維持・存続に係るソフト事業等で、健康づくり・地域見守り等の支援を行います。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標
基本目標④「ふれあいあふれてよし ひおき」～地域の連携を深め、若者から高齢者まで、安心して暮らせる
まちをつくる～

事 業 名 ㉗地区振興計画の推進 担当課名 地域づくり課
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⇒

基準値

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

地域課題の解決のため、他課と課題を共有しながら、引き続き新たな企業等とのマッチングや連携を図る。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

令和５年度は、地域課題への解決のために３件（地方創生１件、脱炭素1件、災害対策1
件）の新たな企業等との協定締結や市有財産の有効活用を図るため、民間事業者から広
く意見や提案等を求める個別の「サウンディング調査」を５件（吹上エリア、伊集院エ
リア、江口浜駐車場、公営住宅、旧上市来中学校）実施した。
また、市内事業者等と連携して脱炭素先行地域へ共同提案、認定により日置市の脱炭素
社会の実現に向けた取組を開始した。
さらには、ネーミングクライツ制度を拡大し、他の文化・体育施設への導入を行った。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

新たな連携による取り組みを実施しているが、地域課
題は複雑で、課題解決に時間を要する案件がある。

長期的な視点を持ちつつ、継続して取り組みを実施する必要
がある。

KPI

評価（A～D）

実績

－ － － 2件 －地域課題の解決件数
０件

KPI － － －

評価（A～D） － － － A －

6件
重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 － － － 10件 －

評価（A～D） － － － A －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

1件 1件

実績

予算額 － － －
0

新たにマッチングを実施
し、企業等との地域課題
に取り組んだ件数

６件
KPI － － － 6件

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市民アンケート満足度
（日置市の住みやすさ）

70.5％
（R1）

75.0％
（R6）

0

当初予算額 当初予算額

執行額 － － － 0 －

ゼロ予算事業

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標
基本目標④「ふれあいあふれてよし ひおき」～地域の連携を深め、若者から高齢者まで、安心して暮らせる
まちをつくる～

事 業 名 ㉘地域課題解決に向けた取組 担当課名 企画課

事業内容
地域課題が多様化する中で、住みやすく安心して暮らせるまちづくりを目指すため、地域内外の個人や企業等
の多種多様なパートナーと連携して課題解決を図ります。

29ページ



⇒

基準値

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

男女共同参画拠点施設として、語り合いの場、学び合いの場、息抜きの場を心掛け、運営に努めた。男女共同参
画に関する講座や子育て支援に関する各種講座のほか、日常の相談だけでなく男女共同参画専門員や助産師・保
健師の在館による相談日を設定し、誰もが気軽に話せる場の提供を行っている。（相談者に必要な支援が届くよ
う、関係各課と連携して実施した。）
【実績】総利用者2,220人、講座,イベント数56回、講座参加者数636人

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

施設拠点地の伊集院地域には少しずつ認知されつつあるが、
他地域ではまだ認知度も低く、地域間の利用状況の格差があ
る。また、施設名称のイメージによる限定的な利用になりや
すく、男女共同参画の拠点施設としての施設周知が課題であ
る。

今後、移転が計画されており、移転を契機としたイベント開催やチ
ラシ配布等により周知広報を図る。また、男女共同参画センターに
通称を用いるなど、利用しやすい施設づくりを心がけ、講座内容等
もあらゆる状況、立場の方が参画しやすいような内容を選定するな
ど開かれた施設づくりを行う。

評価（A～D） A A A

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

1,367人 1,804人 1,773人

1､664
人/年 実績

日置市男女共同参画センター
による講座受講者で「再度利
用したいと思う」割合（アン
ケート結果）

90.0％
（H30）

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

性別にかかわりなく、あらゆる状況、立場にあるすべての人々に開かれ、利用することができる施設として、継続した周
知活動を行う。また、当センターを利用することで、男女共同参画は身近な生活と深いつながりをもつ問題であることへ
の理解を促し、誰もが自分らしくいきいきと充実した生活を送ることができるよう、「緩やかなつながり」を大切にし、
男女共同参画の推進を図る場としての提供促進を図る。

Ｒ３
（2年目）

Ｒ４
（3年目）

A

A －

KPI

評価（A～D）

実績

－

日置市男女共同参画女
性センターの利用者数

90.0％以上 90.0％以上

実績 100.00% 95.00% 96.55% 100.00% －

KPI 90.0％以上 90.0％以上 90.0％以上

3,285,463 3,592,528

2,220人 －

評価（A～D） C A A

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市民アンケート満足度
（日置市の住みやすさ）

70.5％
（R1）

75.0％
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 1,664人 1,664人 1,664人 1,664人 1,664人

Ｒ２
（1年目）

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

3,673,671 －

4,298,000

最終予算額 最終予算額 最終予算額 最終予算額 当初予算額

日置市男女共同参画センターの
従事スタッフの人件費、セン
ター内で開催される講座等の謝
金、施設維持費、消耗品等

予算額
3,795,000 3,532,000 3,793,000 3,951,000

執行額 3,461,759

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和５年度実施分）

基本目標
基本目標④「ふれあいあふれてよし ひおき」～地域の連携を深め、若者から高齢者まで、安心して暮らせる
まちをつくる～

事 業 名 ㉙日置市男女共同参画センターの充実・強化 担当課名 企画課

事業内容 個人を尊重し、多様な個性を生かす意識の醸成を図り、幅広い年代が気軽に立ち寄れる施設を目指します。
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